
内部質保証

評価項目①

前年度 当年度
評価の視点1 内部質保証のための全学的な方針において、基本的な考え方、体制（全学内

部質保証推進組織をはじめとした諸組織の位置づけ、役割や責任）や手続を
明らかにしているか。

〇 〇

評価の視点2 教育の企画・設計とその実施、自己点検・評価及び改善活動に関して、全学
的な調整や⽀援を⾏っているか。

※ 具体的な例
‧ ３つの方針の策定の調整・⽀援。
‧ 体系的・組織的な教育課程の編成に向けた調整・⽀援。
‧ 効果的な教育方法の開発とその運用のための調整・⽀援。
‧ 学習成果の可視化に向けた調整・⽀援。
‧ 自己点検・評価の実施やその結果の活用に向けた調整・⽀援。 〇 〇

基準2

2025年度 ⼤⾕⼤学⾃⼰点検・評価報告書（チェックシート）

当年度の評価項目に対する実施状況／前年度からの変更／その他特記事項
《箇条書きで記⼊／適宜、根拠資料を⽤いて説明》

■全学教育の企画・設計は教育推進室を中心として⾏っている。またそれらを含め
た全学的な自己点検・評価活動を基準4で毎年⾏っている（資料25-2-3【ウェ
ブ】）。
■専門教育に関しては評価の視点3で後述するが、各学部・学科、研究科・専攻で
作成された自己点検・評価報告書を基に、全学としての教育の企画・設計の自己点
検・評価活動を基準4としてまとめて、毎年⾏っている（資料25-2-4【ウェ
ブ】）。
■毎年度3月に実施する「内部質保証推進に係る報告会」で全学的な教育の自己点
検・評価活動の報告を受けた上で、内部質保証推進責任組織である大学運営会議の
指⽰として調整や⽀援を⾏っている（資料25-2-5）。
■教育推進室の具体的な役割としては、3つの方針のうち、卒業認定・学位授与の
方針、教育課程編成・実施の方針の検証及び改善案の策定や教育目標に沿った成果
を測定するための評価指標の策定を司る（資料25-2-6 第３条）。これらの活動
にあたっては、自己点検・評価活動において明らかになった課題に対する大学運営
会議からの指⽰で⾏われる。例えば、2024年度の自己点検・評価活動において
は、各学科の専門教育におけるDP達成指標をどのように活用するかに関して、教育
推進室での活用例の開発が指⽰されている（資料25-2-5）。

視点 内容
点検結果

内部質保証のための⽅針を適切に設定していること。また、教育の充実と学習成果の向上を図るために、内部質保証システムを整備し、適切に機能させていること。

■本学では、内部質保証に関する方針を定めて、公表している（資料25-2-1
【ウェブ】）。
■本学における内部質保証の基本的な考え方、及び大学運営会議がその推進責任組
織であることは、内部質保証に関する方針に記載して公表している（資料25-2-1
【ウェブ】）。
■内部質保証に関わる手続も定めており、本学Webサイトにて内外に公表している
（資料25-2-2【ウェブ】）。

【
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評価の視点3 大学全体規模や学部、研究科その他の組織（教職課程を実施する全学的組織
を含む）における自己点検・評価をそれぞれ定期的に実施し、その結果を活
用して改善・向上に取り組んでいるか。

〇 〇

■専門教育の教育の企画・設計は各学部・研究科の学科（教育学部はコースレベ
ル）・専攻レベルから⾏っており、自己点検・評価活動を学科・専攻レベルで毎年
⾏っている（資料25-2-7）。これにより改善・向上の取組を⾏っている。
■各学科・専攻の自己点検・評価活動をもとに、各学部・研究科の自己点検・評価
活動を毎年実施している（資料25-2-8）。これにより改善・向上の取組を⾏って
いる。
■教職課程は、教職課程運営委員会が中心となり自己点検・評価活動を⾏い、
2022年度から報告書として公表している（資料25-2-9【ウェブ】）。
■上記の自己点検・評価結果を踏まえて大学全体の自己点検・評価活動を毎年実施
しており、その結果を報告書として公表している（資料25-2-4【ウェブ】）。
■改善・向上の取組としては、以下が挙げられる。

・文学部真宗学科では、2025年度に近年の学修状況を踏まえ「演習Ⅱ」での授
業方法の検討を⾏い、グループ作業の導入、合同授業の実施などのアクティブラー
ニングを用いた授業を実施した（資料25-2-10）。

・社会学部現代社会学科では、2025年度にキャリア・スタディーズ科目の増
設、公務員対策講座系の専門科目の単位化を実施することで社会・企業連携の強化
を図った（資料25-2-11)。

・教育学部初等教育コースでは、2025年度に学生の多様性に対応するため、英
語と数学のフォローアップ講習を実施した（資料25-2-12）。

・教育学部幼児教育コースでは、2025年度に保育内容の専門性を向上させるた
め、第4学生を対象とした選択科目を増設した（資料25-2-13）。
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評価の視点4 学部、研究科その他の組織における自己点検・評価の客観性、妥当性を高め
るために、学生の意⾒や外部の視点を取り入れるなどの⼯夫をしているか。

〇 〇

評価の視点5 ⾏政機関、認証評価機関等から指摘事項があった場合、それに適切に対応し
ているか。

〇 〇

独自評価視点 第2次中⻑期プラン「グランドビジョン（2022〜2031）」と対応したシステ
ムとなっているか。 〇 〇

■学部設置においては、届出書類を公表するとともに、文部科学省からの附帯事項
等があれば、対応内容を設置計画履⾏状況報告書に⽰し、公表している（資料25-
2-24【ウェブ】）。
■2015年度受審した認証評価における大学基準協会からの指摘事項に関しては、
改善報告を⾏いその結果を公表している（資料25-2-25【ウェブ】）。
■2022年度受審した認証評価においては、改善勧告は受けていないものの、いく
つかの改善事項が指摘されており（資料25-2-26【ウェブ】）、これらに対しての
対応を⾏い、2026年度に改善報告書を提出する予定である。

■第2次中⻑期プラン「グランドビジョン（2022〜2031）」は大学基準協会の設
定した基準に準拠する形で作成しており、毎年の自己点検・評価活動においても点
検・評価するシステムとして構築している（資料25-2-27）。

■全学的な自己点検・評価の客観性、妥当性を高める取組として、必要に応じて外
部評価を実施している（資料25-2-14【ウェブ】）。
■外部評価を実施しない場合には、「内部質保証に係る意⾒交換会」を2023年度
より適宜実施している（資料25-2-15）。
■本学における自己点検・評価活動の全般的な客観性、妥当性を高めるために、7
年に1回、大学基準協会による認証評価の受審を⾏っている（資料25-2-16【ウェ
ブ】）。
■学生⽀援に関しては学生会との対応（資料25-2-17【ウェブ】）により学生の意
⾒を取り入れてきたことに加え、2024年度より、学生⽀援検討会議を置いた（資
料25-2-18）。学生⽀援検討会議のメンバーには学生会中央執⾏委員⻑と副委員⻑
が加わっている。これにより、学生の意⾒を学生⽀援に反映する体制を整えてい
る。2025年度は2回開催しており（資料25-2-19、資料25-2-20）、大学将来構想
について学生からの意⾒も聴取している（資料25-2-20）。
■個別の授業に関しては授業評価アンケート（資料25-2-21【ウェブ】）、全体的
な教育の状況に関しては各種の調査（資料25-2-22【ウェブ】）などにより、学生
の意⾒を取り入れている。
■内部質保証に係る事項のうち、教育の根幹となるディプロマ・ポリシー、カリ
キュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー及び中⻑期計画や、それに基づく
諸活動の適切性を検証するため、外部の企業、及び学生代表（大谷大学学生会中央
執⾏委員⻑）からなる「3つのポリシーに基づく取組の評価・意⾒聴取会」を実施
している（資料25-2-23）。
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評価項目②

前年度 当年度
評価の視点1 教育研究活動、自己点検・評価結果、財務、その他の諸活動の状況等を適切

に公表し、社会に対する説明責任を果たしているか。

〇 〇

評価の視点2 教育研究活動の情報として、学生の学習実態、学習上の成果に関わる情報を
社会に分かりやすく公表しているか。 〇 〇

評価項目③

前年度 当年度
評価の視点1 内部質保証システムの整備や機能の状況を定期的に点検・評価し、その結果

に基づき、教育の質を保証する仕組みとしてより有効に機能できるよう改
善・向上に取り組んでいるか。

〇 〇

■本学では、学生の学習実態、学習上の成果を学修⾏動調査で調査しており、その
情報は、「教育に係る各種調査」として、大学Webサイトに公表している（資料
25-2-22【ウェブ】）。

■教育研究活動の情報（資料25-2-28【ウェブ】）と自己点検・評価の結果（資料
25-2-4【ウェブ】）、財務情報（資料25-2-29【ウェブ】）は大学Webサイトに
公表している。
■それぞれの情報の位置づけに対応した形で公表しており、社会に対する説明責任
をわかりやすい形で公表している。

■内部質保証システムについては、自己点検・評価運営部会が作成する報告書をも
とに、大学運営会議で点検・評価を⾏っている（資料25-2-30）。
■2024年度においては、2023年度段階で大学運営会議による自己点検・評価の中
で指摘された自己点検・評価活動の実質化に向けて検討を⾏い、自己点検・評価活
動のための報告書フォーマットを大幅に改定することで省⼒化を図った（資料25-
2-31）。その結果、具体例をどの程度記載すべきかといった課題は挙げられたが、
⾒やすくなったとの意⾒を得られた（資料25-2-5）。フォーマット改定により改
善状況が明確になったことで、当該年度までの改善状況を確認する労⼒が省⼒化で
きたといえる。したがって、自己点検・評価活動の実質化に向けた改善の例として
挙げられる。

⼤学の諸活動の状況等を適切に公表し、社会に対する説明責任を果たしていること。

内部質保証システムの有効性及び適切性について定期的に点検・評価を⾏い、改善・向上に向けた取り組みを⾏っていること。

視点 内容
点検結果 当年度の評価項目に対する実施状況／前年度からの変更／その他特記事項

《箇条書きで記⼊／適宜、根拠資料を⽤いて説明》

視点 内容
点検結果 当年度の評価項目に対する実施状況／前年度からの変更／その他特記事項

《箇条書きで記⼊／適宜、根拠資料を⽤いて説明》
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基準2 内部質保証

No
点検項目 基準2 評価項目① 評価の視点1

内容

さらなる発展
方策（あれば）
点検項目

内容

さらなる発展
方策（あれば）

No
点検項目
対応組織

内容

改善計画・方策

全学的な措置
点検項目
対応組織

内容

改善計画・方策
全学的な措置

■特になし

２）問題点・課題（あれば）

⾃⼰点検・評価結果（⻑所・特⾊）

1

■本学の内部質保証システムは、学内の自己点検・評価、外部評価、認証評価と多面的な視点で質の
向上のチェックを⾏いながら現状の課題を把握できている。また、明らかになった課題を概ね1〜2年
以内に改善できている。したがって、改善・向上を比較的速やかに実現できるシステムとなってい
る。

■改善・向上の取組として、スクラップ・ビルドができる体制を実現するための指標の策定が必要で
ある。

2
■特になし

□担当組織で改善可能 ／ □大学運営会議で全学的な調整が必要 ／□その他（       ）

2
■特になし

□担当組織で改善可能 ／ □大学運営会議で全学的な調整が必要 ／□その他（       ）

(3)⻑所・特⾊｜問題点

1

１）⻑所・特⾊（あれば） ※成果を含む

⾃⼰点検・評価結果（課題）
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